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今年度主題聖句
いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも感謝しなさい。
これこそ、キリスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでおられることです。

（テサロニケの信徒への手紙 一  第5章16～18節）
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　エゼキエルは古代イスラエルの
最大の危機であったバビロン捕囚
（紀元前６世紀）の初期に、捕囚先の
バビロンで預言者活動をした人物
です。エゼキエルの召命経験
（calling）は大変に特異なもの
でした。バビロン郊外のケバル川
の河畔に住んでいた時、「天が
開かれ」神の顕現に接したと記されています（1－3章）。
　そのときエゼキエルは「巻物を食べなさい」と神から言われています。その巻物
には「哀歌と、呻きと、嘆きの言葉」が記されていました。これは国家を失い、民族
存亡の危機にあったイスラエルの現実を意味していました。しかし、巻物をエゼキエル
が食べると、それは「蜜のように口に甘かった」（3：3）とも記されています。
エゼキエルは厳しい現実の認識と共に、神から希望を示された預言者でした。
 「枯れた骨の復活」（37章）のヴィジョン（幻）はその典型です。民族の死の現実を
しっかりと見つめると同時に、その「枯れた骨」が復活していく姿は「民族再生」の
希望を抱かせるものでした。

聖書の人々 ［23］
「エゼキエル」  Ezekiel

　１１月１６日（木）は、学院創立１43周年記念日です。学院のルーツをたどると、１８７４（明治７）
年に東京・麻布の本村町に開設されたスクーンメーカーの女子小学校に行きつきます。
ドーラ・E・スクーンメーカー（１８５１～１９３４）は、２３歳の若さで米国のメソジスト監督教会
から初めて日本に派遣された女性宣教師でした。彼女は米国で小・中学校の教師をした
経験を生かし、小学校、しかも女子教育からその働きを開始しました。
　しかし当時の封建的な日本社会は女子教育を行うまで発展しておらず、教具もままなら
ないまま、１０畳たらずの部屋に男子を含めて数人での授業でした。やがてそれが、「救世
学校」「海岸女学校」と発展し、別に発展してきた「美會神学校」「耕教学舎（東京英学校）」
と合流して青山の地で「青山学院」となり、現在に至っています。その間の多くの先達の
信仰的な祈りと努力が、今もキリスト教信仰にもとづいた学問教育の伝統となって青
山学院に脈々と流れています。

青山学院創立記念日

本学在学中に、教会で洗礼を受けられた方は、各キャンパス宗教センターにお申し出下さい。

洗礼を受けられた方へ

毎週火曜日の18：00～ ドラムやギターを使った現代的な音楽を用いた礼拝を学生奉仕者が
リードして行っています｡ この礼拝に関心のある学生奉仕者を随時募集していますので、
どうぞ宗教センターにお尋ねください｡

コンテンポラリー礼拝（青山キャンパス  夕礼拝）　学生奉仕者募集！

日　時　１１月１６日（木）  ２ 限　  相模原キャンパス　ウェスレー・チャペル
　　　　１１月２０日（月）  １、２限  青山キャンパス　1限：17411教室、2限：174 0 9教室
講　師　小田部  進 一 （玉川大学教授）

青山スタンダード科目「キリスト教理解関連科目」特別講座
宗教改革500年記念講演

日　時　１１月１６日（木）  １０時３０分～１１時
　　　　青山キャンパス　奨励者　黒沼　  健　青山学院大学名誉教授　
　　　　相模原キャンパス　説教者　深町  正信　青山学院名誉院長

創立記念礼拝

聖書を学んでみたい方、キリスト教と他の思想、文学、時事問題等との関わりに興味がある方、
どうぞ気軽にご参加ください。くわしくは、各キャンパスの宗教センターにお尋ねください。

「聖書とキリスト教文化に親しむ会」参加者募集中です！



今週の聖句
解説：永遠の命とは、長く無限に生きることではありません。神との義（ただ）しい関係を意味します。それはイエスを信頼することです。そのためには、イエスがどのような生き方と
死に方をしたかを具体的に知る必要があります。それは、自分についてよく知ることにもなります。

「永遠の命とは、唯一のまことの神であられるあなたと、あなたのお遣わしになったイエス・キリストを知ることです。」（ヨハネによる福音書  第17章3節）

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル
（月～金・10時30分～11時）　　（夕礼拝／火・18時～18時30分）

11月6日（月）11月6日（月） 11月7日（火） 11月8日（水）
夕礼拝

11月9日（木） 11月10日（金）11月9日（木）

11月7日（火） 11月7日（火）

11月8日（水） 11月10日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　松浦　光子

（茶色） 86
出エジプト 20：8～11
　　　　（旧126頁）

「働くことと休むこと」

（茶色） 542

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（茶色） 501
Ⅰコリント 12：26
　　　　（新316頁）

「角砂糖一粒の幸せ」

（茶色） 541

司式　藤原　淳賀
説教　渡邉　純幸
　　  （蒲田ルーテル教会牧師）

前　奏
招　詞
賛　美
聖　書

奨　励

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

「フットプリンツ」
イザヤ 41：9,10
　　　 （旧1126頁）
「人が神を
　　必要とするとき」

（茶色） 542

司式　福嶋　裕子
奨励　千葉　淳一
　　　 （本学非常勤講師）

司式　塩谷　直也
奨励　芹田　敏夫
　　　 （経済学部教授）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） Ⅱ1
ヨハネ 2：1～12
　　　　（新165頁）

「頼らない」

（茶色） 541

司式　森島　　豊
説教　伊藤　大輔
　　　 （本多記念教会牧師）

司会　法2 三枝  楓
説教　郷家一二三
　　　（坂戸キリスト教会牧師）

司式　大島　　力
説教　吉岡　康子
　　　 （女子短大宗教主任）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（灰色）452
Ⅰコリント
　 15：53～58
　　　   （新322頁）
「私、失敗しないので」

（灰色） 25

司式　西谷　幸介
奨励　加藤　昌弘
　　　 （本学非常勤講師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

奨　励
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　羽柴　真樹

（茶色） 332
ルカ 18：9～14
　　　　（新144頁）

「そして、ただひとつ」

（茶色） 540

司会　社4 村尾  想
説教　長谷川洋介
　　　 （小平教会牧師）

讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） Ⅱ192
ルカ 18：9～14
　　　　（新144頁）
「胸を打ちながら
　　　憐れみを乞う」

（茶色） 543

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　羽柴　真樹

（茶色） 226
エレミヤ 1：4～8
　　　 （旧1172頁）

「造り主と共に悩め」

（茶色） 540

司会　社3 山﨑雄太郎
説教　金　　迅野
　　　 （横須賀教会牧師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 369
マタイ 20：1～15
　　　　  （新38頁）

「天と地ほどの違い」

（灰色） 27

司式　大宮　　謙
説教　Brian Byrd
　　　 （本学非常勤講師）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

説　教
祈　祷
讃美歌
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

“Amazing Grace”（v.1,2）
Proverbs 4：5～11
　　　　（旧994頁）
“Download Wisdom”

“Amazing Grace”（v.3,4）

英語による礼拝コンテンポラリー礼拝
司　式　シュー土戸 ポール
メッセージ　朝岡　　勝
　　　　（徳丸町キリスト教会牧師）

聖　書

メッセージ

マルコ 13：31

　　　  　（新90頁）

「もしも明日、
　  世界が終わるとしても」


